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西原駅跡

鳥のような姿をした三池港の長いく
ちばし部分に当たる防砂堤は、自然石
を空積みしたもので、港に海砂が流
入することを防ぐとともに、港湾内の波
を穏やかにします。また、内港や船渠に
は、築港の際に石積みの岸壁や護岸
が築かれました。
※見学可能エリアが限られています。

三池炭鉱で産出された石炭などを
効率的に運搬するため1890(明治
23)年から建設工事が始まり、1905
(明治38)年に本線が全線開通しまし
た。最盛期には支線や引き込み線を
含め、総延長150kmにもおよぶ馬蹄
形の線路は、各坑口を巡り、三池港へ
と石炭を運びました。

三池港の開港に当たり、1908（明
治41）年に開庁されました。ここで石
炭を輸出するための事務手続きが行
われました。建物は、木造平屋建、入
母屋造に切妻造が取り付き、桟瓦葺
一部銅板葺で、機能の変遷に伴い改
築されていましたが、2012（平成24）
年、当時の姿に復元されました。

船渠内の水位を干潮時でも8.5m以
上に保つために内港との間に設けられ
た水門です。
門扉の開閉に用いられる水流ポンプ
や、タンク鋼材など随所でイギリス製品
が使われています。閘門の両側には船
舶通過時の潮流緩和のためスルース
ゲート（補助水堰）が設けられています。

宮原坑や万田坑などの各坑口から
採掘された石炭は、専用鉄道により運
ばれ、この貯炭場におろされました。
石炭運搬船には、「ダンクロ・ロー
ダー」を使って積み込みが行われ、三
池炭は海路を通じて国内外へと運ば
れました。

※世界遺産の一部です。

※世界遺産の一部です。

※世界遺産の一部です。

※世界遺産の一部です。

三池港と周辺文化財

旧長崎税関三池税関支署

貯炭場跡

防砂堤・岸壁・護岸

専用鉄道敷跡
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1908（明治41）年、三池港の開港
にあわせて建設されました。木造２階
（一部３階）の建物で、応接間、食堂、
球技室、寝室などがあります。三池港
に入港した外国高級船員の休憩所と
して、また、三井の迎賓館として使用さ
れました。現在もレストランや結婚式
場として利用されています。

三井港倶楽部
1940（昭和15）年に開坑した三川
坑は、その坑道の規模の大きさから
「大斜坑」とも呼ばれました。1997（平
成９）年に閉山しましたが、第二斜坑
が斜坑口から約20ｍ残されているほ
か、守衛室、浴場、安全灯室などが
残っています。

三川坑跡

大阪港築港に用いられ、三池港築
港作業にも使用されたイギリス製の
蒸気式の浮きクレーン船で、吊り上げ
荷重は１５トンを誇ります。石炭を燃料
としているため、稼働するためには２
～３時間を要します。

クレーン船「大金剛丸」
正式名称は「特許三池式快速船積
機」。それまで人力に頼っていた石炭
積み込み作業を飛躍的に効率化さ
せました。
往時には３基のローダーが稼働し、
昼夜を問わず石炭の積み込みを行
いました。「ダンクロ・ローダー」とは設
計に携わった團琢磨の「ダン」と三池
の技術主任であった黒田恒馬の「ク
ロ」をとった通称です。

ダンクロ・ローダー跡

1909(明治42)年以前に造られたと
され、三池炭鉱専用鉄道の変電所に
使用された建物です。四山発電所で
起こした電力を、鉄道用に変電する施
設として建てられたものです。建物は
煉瓦造りの切妻平屋が2棟連続した
姿をしています。現在も会社の事務所
として使われています。
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三池港が開港する以前、三池炭鉱から産出
された石炭は、小型船に載せられ、島原半島
の口之津港（長崎県南島原市）へと運ばれまし
た。口之津では艀を使い、手作業で石炭を大
型船に積み替えていました。また、宇土半島の
三角西港（熊本県宇城市）も口之津港の補助
港として石炭の積み出しの役割を担いました
が、輸送効率は必ずしも良いとはいえませんで
した。
これらを改善し、石炭輸送の効率化を図る
ために、團琢磨の発案で築かれたのが三池港
です。築港に当たり、團は世界の港湾を視察
し、干満の差が大きい有明海で、大型船が常
時接岸・荷役作業ができるよう閘門を備えた
船渠を整備しました。
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三池港は、航路に流れ込む海砂を防ぐための長い防砂堤、石炭を積載するために整備された岸壁、そして、干満差の大き
い有明海で大型船の接岸を常時可能にした船渠と船渠内の水位を一定に保つために設けられた閘門など、開港当時の姿を
現在まで良好に留める現役の港湾です。
三池港の周辺には、三池港に石炭を運搬するために利用された三池炭鉱の専用鉄道敷跡、石炭を輸出するために設置さ

れた旧長崎税関三池税関支署などが残っています。また、三井の迎賓館として、外国高級船員の宿泊や休憩などの場として
使用された三井港倶楽部なども残り、明治期の趣きを今に伝えています。
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大牟田市石炭産業科学館提供 ※施設は現存していません。

大牟田市石炭産業科学館提供 ※施設は現存していません。※見学可能エリアが限られている場所があります。
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水位を調整する閘門の閉開や
船の行き来を眺めることができ
ます。少し高い位置から三池港
が見渡せる場所です。

閉場日
なし（天候等により閉場する場合
があります。）

開場時間

終日

三池港展望所

閘門を間近に見ることができる
場所です。ここには「明治日本
の産業革命遺産　製鉄・製鋼、
造船、石炭産業」が世界遺産に
登録されたことを記念する記念
銘が設置されています。
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［国史跡・福岡県指定有形文化財］

［大牟田市指定有形文化財］

［国登録有形文化財］


